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6.8. 植物 

6.8.1. 現況調査 

(1) 調査内容 

調査内容は、表 6.8-1に示すとおりである。 

 
表 6.8-1 調査内容（植物） 

項目 調査内容 

植物 

①植物相の状況（シダ植物、種子植物） 

②植生の状況 

③重要な植物種及び植物群落の分布、生育の概要及び生育環境の状況 

 

(2) 調査方法 

ア 既存資料調査 

調査方法は、表 6.8-2に示すとおりである。 

 
表 6.8-2 調査方法（植物：既存資料調査） 

調査内容 調査方法 

①植物相の状況（シダ植物、種子植物） 

②植生の状況 

③重要な植物種及び植物群落の分布、 

生育の概要及び生育環境の状況 

調査方法は、既存資料により植物相及び重要な種、植生等の情

報を収集し、整理するものする。 

 

イ 現地調査 

調査方法は、表 6.8-3に示すとおりである。 

 
表 6.8-3 調査方法（植物：現地調査） 

調査内容 調査方法 

①植物相の状況（シダ植物、種子植物） 

 

調査方法は、高等植物（シダ植物、種子植物）を対象として、

調査地域内を現地踏査により確認種を記録する方法とする。 

②植生の状況 
③重要な植物種及び植物群落の分布、 

生育の概要及び生育環境の状況 

調査方法は、重要な植物種は確認位置及び個体数並びに現地状

況を併せて記録するものとする。また、植生等は最新の空中写真

判読による予察図に基づいて調査地域の代表的な群落において

Braun-Blanquet(1964)による植物社会学的方法によるコドラー

ト調査を実施し、群落構造及び群落組成並びに分布状況を把握し

て、現存植生図を作成するものとする。また、各群落の立地環境

を把握するために、地形（斜面型、斜面方位、傾斜角度）、環境

（風当たり、日当たり、土湿状況）、土壌、標高、調査面積等を

記録するものとする。 
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(3) 調査地域等 

ア 既存資料調査 

調査地域は、「第 3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」における調査区域である。 

 

イ 現地調査 

調査地域及び調査地点は、表 6.8-4及び図 6.8-1に示すとおりである。 

 
表 6.8-4 調査方法（植物：現地調査） 

調査内容 調査地域及び調査地点 

①植物相の状況（シダ植物、種子植物） 

②植生の状況 

③重要な植物種及び植物群落の分布、 

生育の概要及び生育環境の状況 

調査地域は、対象事業実施区域及びその周辺 250m 程度とする。

水生植物については、対象事業実施区域より下流約 3kmまでの水路

内する。ただし、群落組成の調査地点は、空中写真判読による予察

図に基づき、調査地域内の群落が網羅されるように、また、同一群

落において調査地点が接近しないように留意して設定するものと

する。 

 
(4) 調査期間等 

ア 既存資料調査 

調査期間は、限定しないものとした。 
 

イ 現地調査 

調査時期及び調査期間は、表 6.8-5に示すとおりである。 

 
表 6.8-5 調査期間（植物：現地調査） 

調査内容 調査時期 調査期間 

①植物相の状況（シダ植物、種子植物） 

②植生の状況 

③重要な植物種及び植物群落の分布、 

生育の概要及び生育環境の状況 

夏季 平成 30年 7月 20日(金)、平成 30年 7月 23日(月) 

秋季 平成 30年 9月 19日(水)～平成 30年 9月 21日(金） 

早春季 平成 31年 4月 2日(火)～平成 31年 4月 3日(水) 

春季 令和元年 5月 2日(木)～令和元年 5月 3日(金) 

水生植物調査・植生群落補足調査 令和元年 8月 28日(水) 
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図 6.8-1 

                                  植物調査地域図（現地調査） 
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図 6.8-2(1) 

                                                           任意踏査ルート図（植物）

重要種の保護の目的から 

確認位置に係わる情報は公表しない 
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図 6.8-3(2) 

                                                                  任意踏査ルート図（植物）

重要種の保護の目的から 

確認位置に係わる情報は公表しない 
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(5) 調査結果 

ア 既存資料調査 

対象事業実施区域及びその周辺の植物相及び重要な植物種の状況は、「第 3 章 対象事業実施区

域及びその周囲の概況 3.1 自然的状況 3.1.5 動植物の生息または生育、植生及び生態系の状

況」に示すとおりである。 

 

イ 現地調査 

① 植物相の状況（シダ植物、種子植物） 

植物の生育状況は表 6.8-6、確認された植物リストは表 6.8-7(1)～(13)に示すとおりである。 

現地調査の結果、115科 537種（夏季調査では 104科 408種、秋季調査では 105科 387種、早春

季調査では 52科 130種、春季では 84科 263種）の植物が確認された。 

環境別にみると、対象事業実施区域内では、夏季調査では 228 種、秋季調査では 224 種、早春

季調査では 75種、春季調査では 150種が確認された。事業実施区域外では、夏季調査では 342種、

秋季調査では 296 種、早春季調査では 105 種、春季調査では 209 種が確認された。どの調査時期

も対象事業実施区域内より対象事業実施区域外で多くの種が確認されており、対象事業実施区域

内は樹林環境のみであるのに対し、対象事業実施区域外は樹林帯や草地、水田地帯、畑、農業水

路等多くの生息環境があったためであると考えられる。 

季節別にみると、夏季には、シャガやキショウブ等のアヤメ科植物やネジバナ等のラン科の植

物、ヤマモミジ等が確認された。秋季には、イッポンワラビ、ヘビイチゴ、コスモス、ヤブラン

等が確認された。早春季には、ホトケノザやオドリコソウ等のシソ科の植物が確認された。春季

には、ヒナゲシ等のケシ科植物やエゾタンポポ、クルマユリ等が確認された。夏季から秋季にか

けての種数が多く、キク科やカヤツリグサ科の多くはこの 2 季で主に確認された。また、バラ科

やイネ科の植物はどの時期にも確認された。 

水生植物調査においては、×××××××××で 3 科 3 種の水生植物が確認された。××××

×××××××××××××××××××で調査を実施し、主に××××××××××ではオオ

カナダモが多数確認され、×××ではホザキノフサモ、ホソバミズヒキモが多数確認された。 

以上のように、調査範囲内には樹林、草地、水田地帯等様々な環境が存在しており、それぞれ

の環境に適した植物が確認された。 

 

表 6.8-6 生育状況（植物：現地調査） 

区 分 
夏季 秋季 早春季 春季 計 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 
シダ植物 10 30 10 31 6 14 9 20 13 42 

種子 

植物 

裸子植物 3 5 2 4 2 4 2 4 3 5 

被子 

植物 

双子葉 

植物 

離弁花類 51 168 50 163 25 53 40 117 53 214 

合弁花類 20 100 22 92 9 28 17 64 23 128 

単子葉植物 20 105 21 97 10 31 16 58 23 148 

計 104 科 408種 105科 387種 52科 130種 84科 263種 115科 537種 
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表 6.8-7（1） 確認種（植物：現地調査）（1/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

1 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ Huperzia serrata var.serrata 
   

○ 

2 ﾄｸｻ 

  

ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ○ ○ ○ ○ 

3 ｲﾇｽｷﾞﾅ Equisetum palustre ○ ○ 
 

○ 

4 ﾊﾅﾔｽﾘ 

  

ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium japonicum 
 

○ 
  

5 ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium ternatum 
  

○ 
 

6 ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ○ ○ 
 

○ 

7 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ﾜﾗﾋﾞ Pteridium aquilinum ssp.japonicum ○ ○ 
 

○ 

8 ｲﾉﾓﾄｿｳ ｲﾜｶﾞﾈｿｳ Coniogramme japonica ○ 
  

○ 

9 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ Asplenium incisum ○ ○ 
  

10 ﾋﾒｼﾀﾞ 

  

  

  

ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Macrothelypteris viridifrons ○ 
   

11 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ Thelypteris japonica ○ ○ 
  

12 ﾋﾒｼﾀﾞ Thelypteris palustris 
 

○ 
  

13 ﾐｿﾞｼﾀﾞ Thelypteris pozoi ssp.mollissima 
 

○ 
  

14 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ 

  

  

ｲﾇｶﾞﾝｿｸ Onoclea orientalis ○ ○ ○ 
 

15 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ Onoclea sensibilis var.interrupta ○ ○ 
 

○ 

16 ｸｻｿﾃﾂ Onoclea struthiopteris ○ 
   

17 ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ Blechnum niponicum ○ ○ ○ ○ 

18 ﾒｼﾀﾞ 

  

  

  

  

  

  

  

  

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ Anisocampium niponicum ○ ○ 
 

○ 

19 ｶﾗｸｻｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium clivicola ○ ○ 
 

○ 

20 ｲｯﾎﾟﾝﾜﾗﾋﾞ Athyrium crenulatoserrulatum 
 

○ 
  

21 ｻﾄﾒｼﾀﾞ Athyrium deltoidofrons ○ ○ 
  

22 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium vidalii ○ ○ 
  

23 ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ Athyrium yokoscense ○ ○ 
 

○ 

24 ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ Deparia conilii ○ ○ 
 

○ 

25 ｼｹｼﾀﾞ Deparia japonica ○ ○ 
 

○ 

26 ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ Diplazium squamigerum 
   

○ 

27 ｵｼﾀﾞ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ Arachniodes borealis ○ ○ ○ ○ 

28 ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ Arachniodes standishii ○ ○ ○ ○ 

29 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei var.clivicola ○ ○ ○ 
 

30 ﾐｻｷｶｸﾞﾏ Dryopteris chinensis ○ ○ 
  

31 ｵｼﾀﾞ Dryopteris crassirhizoma 
  

○ 
 

32 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris erythrosora ○ ○ ○ ○ 

33 ｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris lacera ○ ○ 
  

34 ﾄｳｺﾞｸｼﾀﾞ Dryopteris nipponensis 
 

○ ○ 
 

35 ﾐﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris sabaei ○ 
   

36 ﾀﾆﾍｺﾞ Dryopteris tokyoensis ○ 
   

37 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris uniformis ○ ○ ○ ○ 

38 ｱｲｱｽｶｲﾉﾃﾞ Polystichum longifrons 
 

○ ○ ○ 

39 ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ Polystichum ovatopaleaceum var.coraiense ○ ○ ○ 
 

40 ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ Polystichum retrosopaleaceum ○ 
  

○ 

41 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ Polystichum tripteron 
 

○ 
  

42 ｳﾗﾎﾞｼ ﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus thunbergianus 
  

○ 
 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 
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表 6.8-7（2） 確認種（植物：現地調査）（2/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

43 ﾏﾂ 

  

ﾓﾐ Abies firma ○ ○ ○ ○ 

44 ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora ○ ○ ○ ○ 

45 ﾋﾉｷ 

  

ﾋﾉｷ Chamaecyparis obtusa ○ ○ ○ ○ 

46 ｽｷﾞ Cryptomeria japonica var.japonica ○ ○ ○ ○ 

47 ｲﾁｲ ｶﾔ Torreya nucifera var.nucifera ○ 
   

48 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ Houttuynia cordata ○ ○ 
 

○ 

49 ﾓｸﾚﾝ 

  

ｺﾌﾞｼ Magnolia kobus ○ ○ 
  

50 ﾎｵﾉｷ Magnolia obovata ○ ○ ○ ○ 

51 ｸｽﾉｷ 

  

ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ Lindera umbellata var.membranacea ○ ○ 
 

○ 

52 ｼﾛﾀﾞﾓ Neolitsea sericea var.sericea ○ ○ ○ ○ 

53 ｼｮｳﾌﾞ ｼｮｳﾌﾞ Acorus calamus 
   

○ 

54 ｻﾄｲﾓ 

  

  

  

  

ﾐﾐｶﾞﾀﾃﾝﾅﾝｼｮｳ Arisaema limbatum ○ ○ 
 

○ 

55 ｺｳﾗｲﾃﾝﾅﾝｼｮｳ Arisaema peninsulae ○ ○ 
  

56 ｳﾗｼﾏｿｳ Arisaema thunbergii ssp.urashima 
   

○ 

57 ｺｳｷｸｻ Lemna minor ○ ○ 
  

58 ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ Pinellia ternata ○ ○ 
  

59 ｵﾓﾀﾞｶ ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ Alisma canaliculatum ○ ○ 
  

60 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ Egeria densa 
 

○ ○ 
 

61 ﾋﾙﾑｼﾛ ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞﾋｷﾓ Potamogeton octandrus var.octandrus ○ ○ 
  

62 ﾔﾏﾉｲﾓ 

  

ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ○ ○ 
  

63 ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ○ ○ 
  

64 ｼｭﾛｿｳ ｴﾝﾚｲｿｳ Trillium apetalon ○ ○ ○ ○ 

65 ｲﾇｻﾌﾗﾝ ﾁｺﾞﾕﾘ Disporum smilacinum ○ ○ 
 

○ 

66 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 

  

  

  

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax china var.china ○ ○ 
 

○ 

67 ﾀﾁｼｵﾃﾞ Smilax nipponica ○ ○ 
 

○ 

68 ｼｵﾃﾞ Smilax riparia ○ 
   

69 ﾔﾏｶｼｭｳ Smilax sieboldii ○ ○ 
  

70 ﾕﾘ 

  

  

  

  

ｶﾀｸﾘ Erythronium japonicum 
  

○ ○ 

71 ﾔﾏﾕﾘ Lilium auratum ○ ○ 
 

○ 

72 ｵﾆﾕﾘ Lilium lancifolium ○ ○ 
 

○ 

73 ｸﾙﾏﾕﾘ Lilium medeoloides 
   

○ 

74 ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ Tricyrtis affinis ○ ○ 
 

○ 

75 ﾗﾝ 

  

  

  

  

  

ｷﾞﾝﾗﾝ Cephalanthera erecta 
  

○ 
 

76 ｻｲﾊｲﾗﾝ Cremastra variabilis ○ ○ ○ ○ 

77 ｼｭﾝﾗﾝ Cymbidium goeringii 
  

○ ○ 

78 ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ Goodyera foliosa var.laevis 
  

○ ○ 

79 ｸﾓｷﾘｿｳ Liparis kumokiri ○ 
   

80 ﾈｼﾞﾊﾞﾅ Spiranthes sinensis var.amoena ○ 
   

81 ｱﾔﾒ 

  

  

ｼｬｶﾞ Iris japonica ○ 
   

82 ｷｼｮｳﾌﾞ Iris pseudacorus ○ 
   

83 ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ Sisyrinchium rosulatum ○ 
   

84 ｽｽｷﾉｷ ｾﾞﾝﾃｲｶ Hemerocallis dumortieri var.esculenta ○ ○ ○ ○ 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 
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表 6.8-7（3） 確認種（植物：現地調査）（3/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

85 ｽｽｷﾉｷ ﾉｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var.disticha ○ 
   

86 ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var.kwanso ○ 
   

87 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ 

  

  

ﾉﾋﾞﾙ Allium macrostemon 
 

○ ○ ○ 

88 ﾆﾗ Allium tuberosum 
 

○ 
  

89 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ Lycoris radiata 
 

○ ○ ○ 

90 ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ 

  

  

  

  

  

  

  

ｺﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ Hosta sieboldii ○ ○ 
 

○ 

91 ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope minor ○ ○ ○ ○ 

92 ﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope muscari 
 

○ 
  

93 ﾕｷｻﾞｻ Maianthemum japonicum 
   

○ 

94 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon japonicus ○ ○ ○ ○ 

95 ｵｵﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon planiscapus ○ ○ ○ ○ 

96 ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum lasianthum 
   

○ 

97 ｵﾓﾄ Rohdea japonica ○ ○ ○ ○ 

98 ﾔｼ ｼｭﾛ Trachycarpus fortunei ○ ○ ○ ○ 

99 ﾂﾕｸｻ 

  

ﾂﾕｸｻ Commelina communis ○ ○ 
 

○ 

100 ｲﾎﾞｸｻ Murdannia keisak ○ ○ 
  

101 ﾐｽﾞｱｵｲ ｺﾅｷﾞ Monochoria vaginalis ○ ○ 
  

102 ｼｮｳｶﾞ ﾐｮｳｶﾞ Zingiber mioga ○ ○ 
  

103 ｶﾞﾏ 

  

ﾋﾒｶﾞﾏ Typha domingensis ○ ○ 
 

○ 

104 ｶﾞﾏ Typha latifolia 
 

○ 
  

105 ｲｸﾞｻ 

  

  

  

  

  

ｲｸﾞｻ Juncus decipiens ○ ○ ○ ○ 

106 ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus prismatocarpus ssp.leschenaultii ○ ○ 
  

107 ｸｻｲ Juncus tenuis ○ ○ 
  

108 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ Luzula capitata 
   

○ 

109 ﾔﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Luzula multiflora 
   

○ 

110 ﾇｶﾎﾞｼｿｳ Luzula plumosa ○ 
  

○ 

111 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｳｷﾔｶﾞﾗ Bolboschoenus fluviatilis ○ 
   

112 ﾐﾉﾎﾞﾛｽｹﾞ Carex albata ○ 
   

113 ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ Carex conica ○ 
  

○ 

114 ｶｻｽｹﾞ Carex dispalata ○ ○ 
  

115 ﾋｶｹﾞｽｹﾞ Carex lanceolata ○ ○ 
 

○ 

116 ﾐﾔﾏｶﾝｽｹﾞ Carex multifolia 
 

○ 
  

117 ﾀｶﾈﾏｽｸｻ Carex planata ○ 
   

118 ｲﾄｱｵｽｹﾞ Carex puberula 
   

○ 

119 ｾﾝﾀﾞｲｽｹﾞ Carex sendaica 
 

○ 
  

120 ﾀｶﾞﾈｿｳ Carex siderosticta ○ ○ 
 

○ 

121 ｱｾﾞｽｹﾞ Carex thunbergii ○ 
   

122 ﾔﾜﾗｽｹﾞ Carex transversa ○ 
   

123 ﾋﾒｸｸﾞ Cyperus brevifolius var.leiolepis 
 

○ 
  

124 ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus difformis 
 

○ 
  

125 ﾋﾅｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus flaccidus ○ ○ 
  

126 ｺｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus haspan var.tuberiferus ○ 
   

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-10（736） 

 
表 6.8-7（4） 確認種（植物：現地調査）（4/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

127 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus iria 
 

○ 
  

128 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria 
 

○ 
  

129 ｱｵｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus nipponicus ○ ○ 
  

130 ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ Cyperus sanguinolentus 
 

○ 
  

131 ﾊﾘｲ Eleocharis congesta var.japonica ○ ○ 
  

132 ｺｱｾﾞﾃﾝﾂｷ Fimbristylis aestivalis 
 

○ 
  

133 ﾉﾃﾝﾂｷ Fimbristylis complanata ○ 
   

134 ﾋﾃﾞﾘｺ Fimbristylis littoralis 
 

○ 
  

135 ﾎﾀﾙｲ Schoenoplectiella hotarui ○ 
   

136 ｲﾇﾎﾀﾙｲ Schoenoplectiella juncoides ○ ○ 
  

137 ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ Scirpus wichurae 
 

○ 
  

138 ｲﾈ 

  

ｺﾇｶｸﾞｻ Agrostis gigantea ○ 
   

139 ﾊｲｺﾇｶｸﾞｻ Agrostis stolonifera ○ 
   

140 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ Alopecurus aequalis var.amurensis 
   

○ 

141 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ○ ○ ○ ○ 

142 ﾊﾙｶﾞﾔ Anthoxanthum odoratum ○ 
 

○ ○ 

143 ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ Arthraxon hispidus ○ ○ 
  

144 ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ Brachypodium sylvaticum ○ ○ 
  

145 ｺﾊﾞﾝｿｳ Briza maxima ○ 
   

146 ｲﾇﾑｷﾞ Bromus catharticus ○ ○ 
 

○ 

147 ﾋｹﾞﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus diandrus ○ 
  

○ 

148 ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus japonicus ○ ○ 
  

149 ｷﾂﾈｶﾞﾔ Bromus remotiflorus ○ 
   

150 ﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis brachytricha var.brachytricha 
 

○ 
  

151 ﾔﾏｱﾜ Calamagrostis epigeios ○ ○ 
  

152 ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata ○ ○ ○ ○ 

153 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ○ ○ 
  

154 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens ○ 
   

155 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli ○ ○ 
  

156 ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ○ ○ 
  

157 ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ Elymus racemifer ○ ○ 
  

158 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Elymus tsukushiensis var.transiens ○ 
   

159 ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis curvula ○ ○ ○ ○ 

160 ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ○ ○ 
  

161 ｺｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis minor ○ ○ 
  

162 ﾆﾜﾎｺﾘ Eragrostis multicaulis ○ 
   

163 ﾅﾙｺﾋﾞｴ Eriochloa villosa ○ 
   

164 ｼﾗｹﾞｶﾞﾔ Holcus lanatus ○ 
   

165 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var.koenigii ○ ○ 
  

166 ﾁｺﾞｻﾞｻ Isachne globosa ○ 
   

167 ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ Leersia oryzoides 
 

○ 
  

168 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ Lolium multiflorum ○ 
   

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-11（737） 

 
表 6.8-7（5） 確認種（植物：現地調査）（5/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

169 ｲﾈ ｵｷﾞ Miscanthus sacchariflorus ○ ○ 
 

○ 

170 ｽｽｷ Miscanthus sinensis ○ ○ ○ ○ 

171 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius var.japonicus 
 

○ 
  

172 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius var.undulatifolius ○ ○ 
  

173 ﾇｶｷﾋﾞ Panicum bisulcatum 
 

○ 
  

174 ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum 
 

○ 
  

175 ｱﾒﾘｶｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum notatum ○ 
   

176 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum thunbergii 
 

○ 
  

177 ﾁｶﾗｼﾊﾞ Pennisetum alopecuroides 
 

○ 
  

178 ｸｻﾖｼ Phalaris arundinacea ○ ○ 
  

179 ﾖｼ Phragmites australis ○ ○ ○ ○ 

180 ﾓｳｿｳﾁｸ Phyllostachys edulis ○ ○ ○ ○ 

181 ﾏﾀﾞｹ Phyllostachys reticulata ○ ○ ○ ○ 

182 ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ Pleioblastus chino ○ ○ ○ ○ 

183 ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa acroleuca 
   

○ 

184 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ○ 
 

○ ○ 

185 ﾇﾏｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa palustris 
   

○ 

186 ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ Poa pratensis ○ 
   

187 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa trivialis 
   

○ 

188 ﾔﾀﾞｹ Pseudosasa japonica ○ ○ ○ ○ 

189 ﾊｲﾇﾒﾘｸﾞｻ Sacciolepis spicata 
 

○ 
  

190 ﾐﾔｺｻﾞｻ Sasa nipponica 
 

○ 
  

191 ﾁﾏｷｻﾞｻ Sasa palmata 
 

○ 
  

192 ｸﾏｻﾞｻ Sasa veitchii ○ ○ ○ ○ 

193 ｱｽﾞﾏｻﾞｻ Sasaella ramosa ○ ○ ○ ○ 

194 ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ Schedonorus phoenix ○ ○ ○ ○ 

195 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ○ ○ 
  

196 ｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pumilla 
 

○ 
  

197 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis var.minor ○ ○ 
  

198 ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ Vulpia myuros var.myuros ○ 
   

199 ﾏｺﾓ Zizania latifolia ○ ○ 
  

200 ｼﾊﾞ Zoysia japonica ○ ○ ○ ○ 

201 ｹｼ 

  

  

  

ｸｻﾉｵｳ Chelidonium majus ssp.asiaticum ○ ○ ○ ○ 

202 ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ Corydalis incisa 
   

○ 

203 ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ Papaver dubium 
   

○ 

204 ﾋﾅｹﾞｼ Papaver rhoeas 
   

○ 

205 ｱｹﾋﾞ 

  

  

ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ Akebia x pentaphylla var.pentaphylla ○ ○ ○ 
 

206 ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ○ ○ 
 

○ 

207 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ssp.trifoliata ○ ○ ○ ○ 

208 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus trilobus 
 

○ 
  

209 ﾒｷﾞ ｲｶﾘｿｳ Epimedium grandiflorum var.thunbergianum ○ ○ 
 

○ 

210 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia ○ ○ 
  

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-12（738） 

 
表 6.8-7（6） 確認種（植物：現地調査）（6/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

211 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ 

  

  

ﾀｶﾞﾗｼ Ranunculus sceleratus 
  

○ ○ 

212 ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ Ranunculus silerifolius ○ ○ ○ ○ 

213 ｱｷｶﾗﾏﾂ Thalictrum minus var.hypoleucum ○ ○ 
 

○ 

214 ｱﾜﾌﾞｷ ｱﾜﾌﾞｷ Meliosma myriantha ○ ○ 
 

○ 

215 ﾕｽﾞﾘﾊ ﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum macropodum var.macropodum ○ ○ ○ ○ 

216 ﾕｷﾉｼﾀ 

  

ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ Astilbe thunbergii var.congesta ○ ○ 
 

○ 

217 ﾕｷﾉｼﾀ Saxifraga stolonifera 
  

○ ○ 

218 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ 

  

  

ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum bulbiferum 
  

○ ○ 

219 ｵｶﾀｲﾄｺﾞﾒ Sedum japonicum ssp.oryzifolium var.pumilum ○ ○ ○ 
 

220 ﾂﾙﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum sarmentosum ○ ○ ○ ○ 

221 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ Gonocarpus micranthus ○ 
   

222 ﾎｻﾞｷﾉﾌｻﾓ Myriophyllum spicatum 〇    

223 ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla ○ ○ 
  

224 ﾔﾌﾞｶﾗｼ Cayratia japonica ○ ○ 
  

225 ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ○ ○ 
  

226 ｴﾋﾞﾂﾞﾙ Vitis ficifolia ○ ○ 
  

227 ｻﾝｶｸﾂﾞﾙ Vitis flexuosa ○ ○ 
  

228 ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ Aeschynomene indica ○ ○ 
  

229 ﾈﾑﾉｷ Albizia julibrissin var.julibrissin ○ ○ 
  

230 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea edgeworthii ○ ○ 
  

231 ﾎﾄﾞｲﾓ Apios fortunei ○ ○ 
  

232 ｹﾞﾝｹﾞ Astragalus sinicus 
   

○ 

233 ﾉｻｻｹﾞ Dumasia truncata ○ ○ 
  

234 ﾂﾙﾏﾒ Glycine max ssp.soja ○ ○ 
  

235 ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ Hylodesmum podocarpum ssp.oxyphyllum var.japonicum 
 

○ 
  

236 ﾔﾌﾞﾊｷﾞ Hylodesmum podocarpum ssp.oxyphyllum var.mandshuricum ○ ○ 
  

237 ﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia striata ○ ○ 
  

238 ﾔﾏﾊｷﾞ Lespedeza bicolor var.bicolor ○ ○ 
  

239 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata 
 

○ 
  

240 ﾊｲﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata var.serpens 
 

○ 
  

241 ﾈｺﾊｷﾞ Lespedeza pilosa var.pilosa ○ ○ 
  

242 ｸｽﾞ Pueraria lobata ssp.lobata ○ ○ 
 

○ 

243 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudoacacia ○ ○ ○ ○ 

244 ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ Trifolium dubium 
   

○ 

245 ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ Trifolium pratense ○ ○ 
 

○ 

246 ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens ○ ○ ○ ○ 

247 ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ Vicia sativa ssp.nigra 
 

○ ○ ○ 

248 ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ Vigna angularis var.nipponensis ○ ○ 
  

249 ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ○ ○ 
 

○ 

250 ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ ｹﾝﾎﾟﾅｼ Hovenia dulcis ○ ○ 
  

251 ﾆﾚ ｹﾔｷ Zelkova serrata ○ ○ ○ ○ 

252 ｱｻ ｴﾉｷ Celtis sinensis ○ ○ 
 

○ 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-13（739） 

 
表 6.8-7（7） 確認種（植物：現地調査）（7/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

253 ｱｻ ｶﾗﾊﾅｿｳ Humulus lupulus var.cordifolius ○ ○ 
 

○ 

254 ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus scandens ○ ○   

255 ｸﾜ 

  

ﾋﾒｺｳｿﾞ Broussonetia monoica ○ ○ 
  

256 ﾔﾏｸﾞﾜ Morus australis ○ ○ 
 

○ 

257 ｲﾗｸｻ 

  

  

  

ｱｶｿ Boehmeria silvestrii ○ 
   

258 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ Elatostema involucratum ○ 
   

259 ﾐｽﾞ Pilea hamaoi ○ ○ 
  

260 ｴｿﾞｲﾗｸｻ Urtica platyphylla 
 

○ 
  

261 ﾊﾞﾗ 

  

  

  

ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia nipponica ○ ○ ○ ○ 

262 ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia pilosa var.japonica ○ ○ ○ ○ 

263 ｱｽﾞｷﾅｼ Aria alnifolia 
 

○ 
 

○ 

264 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ Aria japonica ○ 
   

265 ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ Cerasus itosakura 
 

○ 
 

○ 

266 ﾔﾏｻﾞｸﾗ Cerasus jamasakura var.jamasakura ○ ○ 
  

267 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ Cerasus leveilleana ○ ○ 
 

○ 

268 ﾋﾞﾜ Eriobotrya japonica 
 

○ 
  

269 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ Geum japonicum ○ ○ ○ ○ 

270 ﾔﾏﾌﾞｷ Kerria japonica ○ 
   

271 ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ Neillia incisa ○ ○ 
 

○ 

272 ｲﾇｻﾞｸﾗ Padus buergeriana 
 

○ 
 

○ 

273 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ Padus grayana ○ ○ 
 

○ 

274 ﾋﾒﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Potentilla centigrana ○ ○ 
  

275 ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ Potentilla freyniana ○ ○ 
 

○ 

276 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Potentilla hebiichigo 
 

○ 
  

277 ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Potentilla indica ○ 
   

278 ｶﾏﾂｶ Pourthiaea villosa var.laevis ○ ○ 
  

279 ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ Rosa luciae 
   

○ 

280 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora var.multiflora ○ ○ ○ ○ 

281 ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ Rubus microphyllus ○ ○ 
 

○ 

282 ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ Rubus palmatus ○ ○ 
 

○ 

283 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ○ ○ 
 

○ 

284 ﾌﾞﾅ 

  

  

  

ｸﾘ Castanea crenata ○ ○ ○ ○ 

285 ｱｶｶﾞｼ Quercus acuta ○ ○ ○ ○ 

286 ｼﾗｶｼ Quercus myrsinifolia ○ ○ ○ ○ 

287 ｺﾅﾗ Quercus serrata ssp.serrata var.serrata ○ ○ 
 

○ 

288 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ Juglans mandshurica var.sachalinensis ○ ○ 
 

○ 

289 ｶﾊﾞﾉｷ 

  

  

  

ｱｶｼﾃﾞ Carpinus laxiflora ○ ○ 
  

290 ｲﾇｼﾃﾞ Carpinus tschonoskii ○ ○ 
 

○ 

291 ﾊｼﾊﾞﾐ Corylus heterophylla var.heterophylla ○ ○ 
  

292 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ Corylus sieboldiana var.sieboldiana ○ 
   

293 ｳﾘ 

  

ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ Gynostemma pentaphyllum var.pentaphyllum ○ ○ 
 

○ 

294 ｱﾚﾁｳﾘ Sicyos angulatus ○ ○ 
  

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-14（740） 

 
表 6.8-7（8） 確認種（植物：現地調査）（8/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

295 ｳﾘ ｷｶﾗｽｳﾘ Trichosanthes kirilowii var.japonica ○ ○ 
  

296 ｽｽﾞﾒｳﾘ Zehneria japonica ○ ○   

297 ﾆｼｷｷﾞ 

  

  

  

  

ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus var.orbiculatus ○ ○ 
  

298 ｺﾏﾕﾐ Euonymus alatus f.ciliatodentatus ○ 
  

○ 

299 ﾏｻｷ Euonymus japonicus ○ ○ ○ ○ 

300 ﾂﾘﾊﾞﾅ Euonymus oxyphyllus ○ ○ 
 

○ 

301 ﾏﾕﾐ Euonymus sieboldianus 
 

○ 
 

○ 

302 ｶﾀﾊﾞﾐ 

  

  

ｲﾓｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis articulata ○ ○ 
 

○ 

303 ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ○ ○ 
 

○ 

304 ｴｿﾞﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis stricta ○ ○ 
  

305 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ 

  

  

  

ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ○ ○ 
  

306 ｺﾆｼｷｿｳ Euphorbia maculata ○ ○ 
  

307 ｵｵﾆｼｷｿｳ Euphorbia nutans ○ ○ 
  

308 ﾅﾂﾄｳﾀﾞｲ Euphorbia sieboldiana 
   

○ 

309 ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ Elatine triandra ○ ○ 
  

310 ﾔﾅｷﾞ 

  

  

  

ﾔﾏﾅﾗｼ Populus tremula var.sieboldii ○ ○ 
  

311 ｶﾜﾔﾅｷﾞ Salix miyabeana ssp.gymnolepis 
   

○ 

312 ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ Salix udensis 
 

○ 
  

313 ｷﾂﾈﾔﾅｷﾞ Salix vulpina ssp.vulpina ○ ○ 
  

314 ｽﾐﾚ 

  

  

  

  

ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras var.grypoceras ○ ○ ○ ○ 

315 ｱｵｲｽﾐﾚ Viola hondoensis 
 

○ ○ 
 

316 ｽﾐﾚ Viola mandshurica var.mandsurica 
   

○ 

317 ﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola verecunda var.verecunda ○ ○ 
 

○ 

318 ﾏｷﾉｽﾐﾚ Viola violacea var.makinoi ○ 
  

○ 

319 ﾌｳﾛｿｳ 

  

  

ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ Geranium carolinianum 
   

○ 

320 ﾋﾒﾌｳﾛ Geranium robertianum ○ ○ ○ ○ 

321 ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ Geranium thunbergii ○ ○ ○ ○ 

322 ﾐｿﾊｷﾞ 

  

ｷｶｼｸﾞｻ Rotala indica ○ ○ 
  

323 ﾋｼ Trapa jeholensis 
 

○ 
  

324 ｱｶﾊﾞﾅ 

  

  

  

ｱｶﾊﾞﾅ Epilobium pyrricholophum ○ ○ 
  

325 ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ Ludwigia epilobioides ssp.epilobioides ○ ○ 
  

326 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera biennis ○ ○ ○ ○ 

327 ﾕｳｹﾞｼｮｳ Oenothera rosea ○ 
   

328 ｳﾙｼ 

  

  

ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var.chinensis ○ ○ 
  

329 ﾂﾀｳﾙｼ Toxicodendron orientale ssp.orientale ○ ○ 
 

○ 

330 ﾔﾏｳﾙｼ Toxicodendron trichocarpum ○ ○ 
 

○ 

331 ﾑｸﾛｼﾞ ﾔﾏﾓﾐｼﾞ Acer amoenum var.matsumurae ○ 
   

332 ﾐｶﾝ 

  

ｺｸｻｷﾞ Orixa japonica 
   

○ 

333 ｻﾝｼｮｳ Zanthoxylum piperitum ○ ○ 
 

○ 

334 ﾆｶﾞｷ 

  

ﾆﾜｳﾙｼ Ailanthus altissima ○ ○ 
  

335 ﾆｶﾞｷ Picrasma quassioides 
 

○ 
  

336 ｱｵｲ ﾀﾁｱｵｲ Althaea rosea ○ ○ ○ ○ 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-15（741） 

 
表 6.8-7（9） 確認種（植物：現地調査）（9/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

337 ｱｵｲ ｾﾞﾆﾊﾞｱｵｲ Malva neglecta ○ 
   

338 ｼﾅﾉｷ Tilia japonica var.japonica ○    

339 ｱﾌﾞﾗﾅ ｶﾗｼﾅ Brassica juncea 
  

○ ○ 

340 ｾｲﾖｳｱﾌﾞﾗﾅ Brassica napus 
  

○ ○ 

341 ﾅｽﾞﾅ Capsella bursa-pastoris ○ 
 

○ ○ 

342 ﾀﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine fallax 
   

○ 

343 ﾐﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine hirsuta 
  

○ 
 

344 ｺﾝﾛﾝｿｳ Cardamine leucantha 
   

○ 

345 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine occulta ○ ○ ○ ○ 

346 ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Lepidium virginicum ○ ○ 
  

347 ｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa indica 
 

○ 
  

348 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa palustris ○ ○ 
 

○ 

349 ﾀﾃﾞ ｹｲﾀﾄﾞﾘ Fallopia japonica var.uzenensis ○ ○ 
 

○ 

350 ﾐｽﾞﾋｷ Persicaria filiformis ○ ○ 
  

351 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria lapathifolia var.lapathifolia ○ ○ 
  

352 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ○ ○ 
  

353 ﾔﾉﾈｸﾞｻ Persicaria muricata 
 

○ 
  

354 ｻｸﾗﾀﾃﾞ Persicaria odorata ssp.conspicua 
 

○ 
  

355 ﾊﾅﾀﾃﾞ Persicaria posumbu ○ ○ 
  

356 ﾐｿﾞｿﾊﾞ Persicaria thunbergii var.thunbergii ○ ○ 
 

○ 

357 ﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum aviculare ssp.aviculare ○ ○ 
  

358 ﾊｲﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum aviculare ssp.depressum ○ ○ 
  

359 ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ○ ○ ○ ○ 

360 ﾋﾒｽｲﾊﾞ Rumex acetosella ssp.pyrenaicus ○ 
 

○ ○ 

361 ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ Rumex crispus ○ ○ ○ ○ 

362 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ Rumex obtusifolius ○ ○ ○ ○ 

363 ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ Arenaria serpyllifolia var.serpyllifolia 
   

○ 

364 ﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium fontanum ssp.vulgare var.angustifolium ○ 
 

○ ○ 

365 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ○ 
  

○ 

366 ﾂﾒｸｻ Sagina japonica 
  

○ ○ 

367 ｱﾗｲﾄﾂﾒｸｻ Sagina procumbens 
   

○ 

368 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ○ 
   

369 ｺﾊｺﾍﾞ Stellaria media ○ ○ ○ ○ 

370 ﾉﾐﾉﾌｽﾏ Stellaria uliginosa var.undulata ○ ○ 
 

○ 

371 ﾋﾕ 

  

  

  

  

ｲﾉｺﾂﾞﾁ Achyranthes bidentata var.japonica ○ ○ 
  

372 ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ Achyranthes bidentata var.tomentosa ○ ○ 
  

373 ｲﾇﾋﾞﾕ Amaranthus blitum ○ 
   

374 ｼﾛｻﾞ Chenopodium album var.album ○ ○ 
 

○ 

375 ｳﾗｼﾞﾛｱｶｻﾞ Oxybasis glauca 
 

○ 
  

376 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ○ ○ 
  

377 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ Portulaca oleracea ○ ○ 
  

378 ﾐｽﾞｷ ｳﾘﾉｷ Alangium platanifolium f.macrophyllum ○ 
   

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-16（742） 

 
表 6.8-7（10） 確認種（植物：現地調査）（10/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

379 ﾐｽﾞｷ 

 

ﾐｽﾞｷ Cornus controversa var.controversa ○ ○  ○ 

380 ﾔﾏﾎﾞｳｼ Cornus kousa ssp.kousa ○   ○ 

381 ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ Cornus macrophylla ○ ○ 
 

○ 

382 ｱｼﾞｻｲ ｲﾜｶﾞﾗﾐ Schizophragma hydrangeoides 
 

○ 
  

383 ｻｸﾗｿｳ 

  

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ Ardisia japonica var.japonica ○ ○ ○ ○ 

384 ｵｶﾄﾗﾉｵ Lysimachia clethroides ○ 
   

385 ﾂﾊﾞｷ 

  

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica ○ ○ ○ ○ 

386 ﾁｬﾉｷ Camellia sinensis var.sinensis 
  

○ ○ 

387 ﾊｲﾉｷ ｻﾜﾌﾀｷﾞ Symplocos sawafutagi 
 

○ 
  

388 ｴｺﾞﾉｷ ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonicus ○ ○ 
 

○ 

389 ﾏﾀﾀﾋﾞ ﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia polygama ○ 
   

390 ﾘｮｳﾌﾞ ﾘｮｳﾌﾞ Clethra barbinervis 
 

○ 
 

○ 

391 ﾂﾂｼﾞ 

  

  

ｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola japonica var.japonica ○ ○ ○ ○ 

392 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ Rhododendron kaempferi var.kaempferi ○ ○ ○ ○ 

393 ﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron molle ssp.japonicum ○ ○ 
 

○ 

394 ｱｵｷ ｱｵｷ Aucuba japonica var.japonica ○ ○ ○ ○ 

395 ｱｶﾈ 

  

  

  

  

  

  

  

ｷｸﾑｸﾞﾗ Galium kikumugura ○ 
   

396 ｵｵﾊﾞﾉﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium pseudoasprellum 
 

○ 
  

397 ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var.echinospermon 
 

○ ○ ○ 

398 ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium trachyspermum 
   

○ 

399 ｵｸｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ Galium trifloriforme ○ 
   

400 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia foetida ○ ○ 
  

401 ｱｶﾈ Rubia argyi ○ ○ 
 

○ 

402 ﾊﾅﾔｴﾑｸﾞﾗ Sherardia arvensis ○ 
   

403 ﾘﾝﾄﾞｳ ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ Tripterospermum japonicum ○ ○ 
 

○ 

404 ｷｮｳﾁｸﾄｳ 

  

  

  

ｲｹﾏ Cynanchum caudatum ○ 
   

405 ｶﾞｶﾞｲﾓ Metaplexis japonica ○ ○ 
  

406 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum asiaticum ○ ○ ○ ○ 

407 ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ Vinca major ○ ○ ○ ○ 

408 ﾋﾙｶﾞｵ 

  

ｺﾋﾙｶﾞｵ Calystegia hederacea ○ 
   

409 ﾋﾙｶﾞｵ Calystegia pubescens ○ ○ 
  

410 ﾅｽ 

  

  

ｸｺ Lycium chinense ○ ○ 
 

○ 

411 ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ Solanum lyratum ○ ○ 
  

412 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ○ ○ 
  

413 ﾑﾗｻｷ 

  

  

ﾉﾊﾗﾑﾗｻｷ Myosotis arvensis ○ 
  

○ 

414 ｺﾝﾌﾘｰ Symphytum x uplandicum ○ ○ 
 

○ 

415 ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis 
   

○ 

416 ﾓｸｾｲ 

  

ｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus lanuginosa f.serrata ○ ○ 
 

○ 

417 ｲﾎﾞﾀﾉｷ Ligustrum obtusifolium ssp.obtusifolium ○ ○ 
  

418 ｵｵﾊﾞｺ 

  

  

ｷｸﾓ Limnophila sessiliflora ○ ○ 
  

419 ｷﾊﾞﾅｳﾝﾗﾝ Linaria genistifolia ssp.dalmatica ○ ○ ○ ○ 

420 ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica var.asiatica ○ ○ 
 

○ 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-17（743） 

 
表 6.8-7（11） 確認種（植物：現地調査）（11/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

421 ｵｵﾊﾞｺ 

  

  

  

ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ Plantago lanceolata ○ ○ ○ ○ 

422 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica arvensis    ○ 

423 ﾑｼｸｻ Veronica peregrina 
   

○ 

424 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ○ ○ ○ ○ 

425 ｸｶﾞｲｿｳ Veronicastrum sibiricum f.glabratum 
 

○ 
  

426 ｱｾﾞﾅ 

  

  

ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ Lindernia dubia ○ ○ 
  

427 ｱｾﾞﾅ Lindernia procumbens ○ 
   

428 ﾀｹﾄｱｾﾞﾅ Lindernia sp. ○ ○ 
  

429 ｼｿ ﾆｼｷｺﾞﾛﾓ Ajuga yesoensis var.yesoensis 
   

○ 

430 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica var.japonica ○ ○ 
 

○ 

431 ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ Callicarpa mollis 
   

○ 

432 ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ○ ○ 
  

433 ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ Elsholtzia ciliata 
 

○ 
  

434 ｶｷﾄﾞｵｼ Glechoma hederacea ssp.grandis ○ ○ ○ ○ 

435 ﾔﾏﾊｯｶ Isodon inflexus 
 

○ 
  

436 ｵﾄﾞﾘｺｿｳ Lamium album var.barbatum 
   

○ 

437 ﾎﾄｹﾉｻﾞ Lamium amplexicaule 
  

○ ○ 

438 ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ Lamium purpureum 
 

○ ○ ○ 

439 ｺｼﾛﾈ Lycopus cavaleriei ○ 
   

440 ｴｿﾞｼﾛﾈ Lycopus uniflorus ○ ○ 
  

441 ﾋﾒｼﾞｿ Mosla dianthera ○ ○ ○ 
 

442 ｲﾇｺｳｼﾞｭ Mosla scabra 
 

○ 
  

443 ｼｿ Perilla frutescens var.crispa ○ ○ 
  

444 ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾞﾘ Salvia nipponica var.nipponica ○ ○ 
 

○ 

445 ﾆｶﾞｸｻ Teucrium japonicum ○ 
   

446 ｻｷﾞｺﾞｹ ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ Mazus miquelii ○ 
  

○ 

447 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ﾅｶﾞﾊﾞﾊｴﾄﾞｸｿｳ Phryma oblongifolia ○ ○ 
  

448 ｷﾘ ｷﾘ Paulownia tomentosa ○ ○ 
  

449 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾔﾅｷﾞﾊﾅｶﾞｻ Verbena bonariensis 
 

○ 
  

450 ﾓﾁﾉｷ 

  

  

ｲﾇﾂｹﾞ Ilex crenata var.crenata ○ ○ ○ ○ 

451 ｱｵﾊﾀﾞ Ilex macropoda ○ ○ 
 

○ 

452 ｳﾒﾓﾄﾞｷ Ilex serrata ○ ○ 
  

453 ｷｷｮｳ 

  

  

ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ Codonopsis lanceolata ○ 
  

○ 

454 ﾐｿﾞｶｸｼ Lobelia chinensis ○ ○ 
  

455 ﾀﾆｷﾞｷｮｳ Peracarpa carnosa var.carnosa 
   

○ 

456 ｷｸ ｵｸﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ Ainsliaea acerifolia var.subapoda ○ ○ 
 

○ 

457 ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ Ainsliaea apiculata ○ ○ 
 

○ 

458 ﾌﾞﾀｸｻ Ambrosia artemisiifolia ○ ○ 
  

459 ﾖﾓｷﾞ Artemisia indica var.maximowiczii ○ ○ ○ ○ 

460 ﾕｳｶﾞｷﾞｸ Aster iinumae ○ ○ 
  

461 ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster microcephalus var.ovatus ○ ○ 
  

462 ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ Aster scaber ○ ○ 
  

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 
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表 6.8-7（12） 確認種（植物：現地調査）（12/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

463 ｷｸ ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa ○ ○ 
  

464 ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens pilosa var.pilosa ○ ○   

465 ﾀｳｺｷﾞ Bidens tripartita ○ ○ 
  

466 ﾋﾒｷﾝｾﾝｶ Calendula arvensis 
 

○ ○ ○ 

467 ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ Carpesium abrotanoides ○ 
   

468 ｻｼﾞｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ Carpesium glossophyllum ○ ○ ○ ○ 

469 ﾄｷﾝｿｳ Centipeda minima ○ ○ 
  

470 ﾀﾞｷﾊﾞﾋﾒｱｻﾞﾐ Cirsium amplexifolium ○ 
   

471 ﾉｱｻﾞﾐ Cirsium japonicum var.japonicum ○ 
   

472 ﾏﾂｼﾏｱｻﾞﾐ Cirsium sendaicum ○ ○ 
  

473 ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ Cirsium vulgare ○ 
   

474 ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ Coreopsis lanceolata ○ 
  

○ 

475 ｺｽﾓｽ Cosmos bipinnatus 
 

○ 
  

476 ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ Crassocephalum crepidioides ○ ○ 
  

477 ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ Erechtites hieraciifolius var.hieraciifolius 
 

○ 
  

478 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Erigeron annuus ○ ○ ○ ○ 

479 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis ○ ○ 
  

480 ﾊﾙｼﾞｵﾝ Erigeron philadelphicus ○ ○ ○ ○ 

481 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Erigeron sumatrensis ○ ○ 
  

482 ｵｵﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium makinoi var.oppositifolium ○ ○ 
  

483 ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ Galinsoga quadriradiata ○ ○ 
  

484 ﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium japonicum ○ 
   

485 ｷｸｲﾓ Helianthus tuberosus ○ ○ 
  

486 ﾋﾒﾌﾞﾀﾅ Hypochaeris glabra ○ ○ 
 

○ 

487 ﾌﾞﾀﾅ Hypochaeris radicata ○ ○ 
 

○ 

488 ﾆｶﾞﾅ Ixeridium dentatum ssp.dentatum ○ 
  

○ 

489 ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris japonica 
 

○ 
 

○ 

490 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica var.indica ○ ○ 
  

491 ﾔﾏﾆｶﾞﾅ Lactuca raddeana var.elata ○ 
   

492 ﾄｹﾞﾁｼｬ Lactuca serriola ○ 
   

493 ﾌﾗﾝｽｷﾞｸ Leucanthemum vulgare ○ ○ 
 

○ 

494 ﾏﾙﾊﾞﾀﾞｹﾌﾞｷ Ligularia dentata 
   

○ 

495 ｱｷﾀﾌﾞｷ Petasites japonicus var.giganteus ○ 
   

496 ﾌｷ Petasites japonicus var.japonicus ○ ○ ○ ○ 

497 ｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides ssp.japonica var.japonica ○ ○ 
 

○ 

498 ﾊﾊｺｸﾞｻ Pseudognaphalium affine ○ ○ ○ ○ 

499 ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ Rudbeckia laciniata 
 

○ 
  

500 ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ Senecio vulgaris ○ ○ ○ ○ 

501 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ○ ○ ○ ○ 

502 ｵｵｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago gigantea ssp.serotina ○ ○ 
  

503 ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ Solidago virgaurea ssp.asiatica var.asiatica ○ ○ 
 

○ 

504 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ○ ○ ○ ○ 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 
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表 6.8-7（13） 確認種（植物：現地調査）（13/13） 

No

. 
科名 種名※ 学名 

確認時期 

夏季 秋季 早春季 春季 

505 ｷｸ 

  

  

  

ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus ○ ○ ○ ○ 

506 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum officinale ○ ○ ○ ○ 

507 ｴｿﾞﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum venustum ssp.venustum 
   

○ 

508 ｵｵｵﾅﾓﾐ Xanthium occidentale 
 

○ 
  

509 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ(広義) Youngia japonica 
   

○ 

510 ｳｺｷﾞ 

  

  

  

  

  

  

  

  

ｳﾄﾞ Aralia cordata ○ ○ 
 

○ 

511 ﾀﾗﾉｷ Aralia elata ○ ○ 
  

512 ｺｼｱﾌﾞﾗ Chengiopanax sciadophylloides ○ ○ 
 

○ 

513 ｶｸﾚﾐﾉ Dendropanax trifidus ○ 
 

○ ○ 

514 ﾔﾏｳｺｷﾞ Eleutherococcus spinosus var.spinosus ○ ○ 
  

515 ﾔﾂﾃﾞ Fatsia japonica var.japonica ○ ○ ○ ○ 

516 ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ○ ○ ○ ○ 

517 ｵｵﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle ramiflora ○ ○ 
 

○ 

518 ﾊﾘｷﾞﾘ Kalopanax septemlobus ssp.septemlobus ○ ○ 
  

519 ｾﾘ ﾉﾀﾞｹ Angelica decursiva ○ ○ ○ ○ 

520 ｼｬｸ Anthriscus sylvestris 
  

○ ○ 

521 ｾﾝﾄｳｿｳ Chamaele decumbens ○ ○ ○ 
 

522 ﾐﾂﾊﾞ Cryptotaenia japonica ○ ○ 
  

523 ｵｵﾊﾅｳﾄﾞ Heracleum sphondylium ssp.montanum 
   

○ 

524 ｾﾘ Oenanthe javanica ssp.javanica ○ ○ ○ ○ 

525 ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ Osmorhiza aristata var.aristata ○ ○ 
 

○ 

526 ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ Sanicula chinensis ○ ○ 
 

○ 

527 ｶﾉﾂﾒｿｳ Spuriopimpinella calycina ○ ○ 
 

○ 

528 ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis japonica ○ 
   

529 ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis scabra ○ 
   

530 ｶﾞﾏｽﾞﾐ 

  

  

  

  

ﾆﾜﾄｺ Sambucus racemosa ssp.sieboldiana var.sieboldiana ○ ○ ○ ○ 

531 ｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum dilatatum ○ ○ 
 

○ 

532 ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ Viburnum phlebotrichum ○ 
   

533 ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ Viburnum plicatum var.tomentosum ○ ○ 
  

534 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii var.wrightii ○ ○ 
 

○ 

535 ｽｲｶｽﾞﾗ 

  

  

ｳｺﾞﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ Abelia spathulata var.stenophylla ○ 
   

536 ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ Lonicera gracilipes var.gracilipes ○ ○ ○ ○ 

537 ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ○ ○ ○ ○ 

計 115 科 537 種 - 408種 387種 130種 263種 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従った。 

 



 
6.8-20（746） 

 
② 植生の状況 

調査結果に基づき作成した植生図は図 6.8-4、群落組成調査地点は図 6.8-5、群落組成表は表 

6.8-8、群落別面積一覧表は表 6.8-9、植物群落概要表は表 6.8-10(1)～(15)に示すとおりである。 

現地調査の結果、調査範囲の群落及び土地利用形式は 20区分となった。 

調査範囲は宮城県の東部に位置し、標高は 10～27m である。当該地域は気候帯から見ると暖温

帯に属する。調査範囲においては、ヤブツバキクラス域とブナクラス域の移行帯に位置し、その

植生はヤブツバキクラス域植生とブナクラス域植生の中間的なものとなっている。しかし、コナ

ラ群落等の二次林やスギ、竹等の植林、耕作地等の代償植生や人的利用地が面積の大半を占めて

いる。 

調査範囲内の植生分布をみると、対象事業実施区域内はコナラ群落、スギ・ヒノキ・サワラ植

林が広く分布しており、中央付近にはアオハダ-モミ群落、畑雑草群落等が分布していた。対象事

業実施区域外では、水田雑草群落、コナラ群落、ススキ群落、クズ群落等が見られた他、市街地

や緑の多い住宅地が確認された。 
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図 6.8-4 植生図 
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                        図 6.8-5 

                                    群落組成調査地点位置図 
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表 6.8-8 群落組成表（群落別の群落高及び階層別主要構成種） 

No. 植物群落名 
群落組成 

調査地点番号※ 

群落高 

(m) 
主要構成種 

1 アオハダ-モミ群落 Q10 15 

高木層：モミ、コナラ、カスミザクラ 

亜高木層：モミ、シロダモ、ヤブツバキ、フジ 

低木層：ヤブツバキ、アオキ、モミ、シロダモ、フジ、アワブキ  

草本層：ホソバナライシダ、キッコウハグマ、ジャノヒゲ、オクマワラビ 

2 コナラ群集 Q7、Q8、Q11 14～15 

高木層：コナラ、クリ、イヌシデ、ホオノキ、カスミザクラ 

亜高木層：アオハダ、ホオノキ、フジ、カスミザクラ、アワブキ  

低木層：アズマネザサ、ヤマウグイスカズラ、ヤマツツジ、モミ、アオキ  

草本層：チゴユリ、タガネソウ、コチヂミザサ、ホソバナライシダ  

3 オニグルミ群落 Q9、Q20 7～12 

高木層：オニグルミ、ミズキ、スギ、フジ 

低木層：アズマネザサ、フジ、ヤマノイモ、アズマザサ、ノイバラ 

草本層：カキドオシ、アマチャヅル、アカネ、スギナ、ミズヒキ 

4 アズマネザサ群落 Q15 2.5 
低木層：アズマネザサ 

草本層：コナラ、ウワミズザクラ 

5 クズ群落 Q16、Q21 1～1.5 草本層：クズ、セイタカアワダチソウ、ススキ、ヘビイチゴ、スズメウリ  

6 ススキ群団 Q13、Q22 1.5～2.3 
草本第一層：ススキ、セイタカアワダチソウ、ヨシ、スギナ、ヤマナラシ 

草本第二層：ハリエンジュ、セイタカアワダチソウ、ススキ、アカマツ  

7 伐採跡地群落 Q27 1.7 
低木層：タラノキ、コナラ、ヨウシュヤマゴボウ、ヤマザクラ、フジ 

草本層：コナラ、サンショウ、ジャノヒゲ 

8 ヨシ群落（二次） Q12、Q14 1.3～1.5 草本層：ヨシ、セイタカアワダチソウ、ヒメガマ、ミゾソバ、ヤイトバナ 

9 ヒメガマ群落 Q18 1 草本層：ヒメガマ、アメリカセンダングサ、ミゾソバ 

10 
スギ・ヒノキ 

・サワラ植林 
Q4、Q6、Q24 9～22 

高木層：スギ 

亜高木層：スギ、マダケ、ツタウルシ、キヅタ 

低木層：アオキ、コナラ、シロダモ、ヤブツバキ、キヅタ、モミ、スギ 

草本層：ホソバナライシダ、イワシロイノデ、ツタウルシ、ジャノヒゲ 

11 竹林 Q5、Q23 9～14 

高木層：マダケ、モウソウチク、スギ 

亜高木層：フジ、モウソウチク 

低木層：アオキ、マダケ、ヤブツバキ、オニドコロ、モウソウチク 

草本層：シロダモ、ヤブツバキ、キヅタ、ジャノヒゲ、ホソバナライシダ 

12 
路傍・空地雑草 

群落 
Q19、Q25 0.4～0.5 草本層：メヒシバ、セイタカアワダチソウ、ヨモギ、ヒメジョオン 

13 畑雑草群落 Q1 1.5 
草本第一層：トウモロコシ（栽培作物） 

草本第二層：スベリヒユ、イヌビエ、スギナ、シロザ、イヌビユ  

14 水田雑草群落 Q3,Q17 0.5～0.6 
草本第一層：イネ（栽培作物） 

草本第二層：イボクサ、セリ、アメリカアゼナ、コウキクサ、スギナ  

15 放棄水田雑草群落 Q2、Q26 0.4 草本層：セリ、コブナグサ、イネ科の一種、イヌビエ、イヌタデ 

16 道路・市街地 - - - 

17 緑の多い住宅地 - - - 

18 造成地 - - - 

19 人工緑地 - - - 

20 開放水域 - - - 

※:群落組成調査地点番号は、図 6.8-5に対応している。 
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表 6.8-9 群落別面積一覧表 

No. 群落名 
対象事業実施区域内 対象事業実施区域外 調査範囲 

面積（ha） 占有率（%） 面積（ha） 占有率（%） 面積（ha） 占有率（%） 

1 アオハダ-モミ群落 0.33 4.03 0.21 0.39 0.53 0.87 

2 コナラ群集 2.89 35.53 7.63 14.34 10.52 17.15 

3 オニグルミ群落 0.00 0.00 2.10 3.95 2.10 3.43 

4 アズマネザサ群落 0.00 0.00 0.90 1.68 0.90 1.46 

5 クズ群落 0.00 0.00 0.90 1.70 0.90 1.47 

6 ススキ群団 0.01 0.08 1.56 2.93 1.57 2.56 

7 伐採跡地群落 0.54 6.67 0.35 0.66 0.90 1.46 

8 ヨシ群落（二次） 0.02 0.26 0.35 0.67 0.38 0.61 

9 ヒメガマ群落 0.00 0.00 0.14 0.27 0.14 0.24 

10 スギ・ヒノキ・サワラ植林 3.25 39.96 5.03 9.45 8.28 13.50 

11 竹林 0.66 8.15 2.28 4.28 2.94 4.80 

12 路傍・空地雑草群落 0.00 0.00 1.31 2.46 1.31 2.13 

13 畑雑草群落 0.32 3.98 5.94 11.16 6.26 10.20 

14 水田雑草群落 0.00 0.00 5.08 9.55 5.08 8.28 

15 放棄水田雑草群落 0.00 0.00 1.24 2.33 1.24 2.02 

16 道路・市街地 0.01 0.14 8.42 15.82 8.43 13.74 

17 緑の多い住宅地 0.10 1.19 8.27 15.55 8.37 13.65 

18 造成地 0.00 0.00 0.98 1.85 0.98 1.60 

19 人工緑地 0.00 0.00 0.39 0.74 0.39 0.64 

20 開放水域 0.00 0.00 0.11 0.21 0.11 0.19 

合計 8.14 100.00 53.20 100.00 61.34 100.00 

※：面積は群落毎に四捨五入しているため、合計が合わない。 
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表 6.8-10(1) 植物群落概要表（アオハダ-モミ群落） 

植生図凡例 アオハダ-モミ群落 

群落組成調査地点 Q10 

模式断面図(Q10) 

 

 

群落概要 
ヤブツバキクラス域における寡雪地の低山地に成立する針広混交林。クリ、コナラ

等の広葉樹とモミの大径木が混生する。 

分布状況 対象事業実施区域中央と対象事業実施区域外西部に分布していた。 

群落構造・組成 

今回調査を行った地点の群落高は約 15mで、高木層にはモミが優占する他、コナラ
やカスミザクラが生育していた。亜高木層にはモミ等がみられ、低木層にはヤブツバ
キやアオキ等がみられた。草本層にはホソバナライシダやキッコウハグマ等がみられ
た。確認種数は 29種であった。 

 
 

表 6.8-10(2) 植物群落概要表（コナラ群落） 

植生図凡例 コナラ群落 

群落組成調査地点 Q7、Q8、Q11 

模式断面図(Q7) 

 

 

群落概要 
コナラが優占する落葉高木群落であり、低地から山地にかけて広く成立する。里山

の代表的な二次林である。 

分布状況 対象事業実施区域内外に広く分布していた。 

群落構造・組成 

今回調査を行った地点の群落高は約 14～15mで、高木層にはコナラが優占する他、
クリやイヌシデ等が生育していた。亜高木層にはアオハダやホオノキ等がみられ、低
木層にはアズマネザサ、モミ、アオキ等がみられた。草本層にはキッコウハグマ、チ
ゴユリ、タガネソウ等がみられた。確認種数は 41～60種であった。 
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表 6.8-10(3) 植物群落概要表（オニグルミ群落） 

植生図凡例 オニグルミ群落 

群落組成調査地点 Q9、Q20 

模式断面図(Q9) 

 

 

群落概要 
ブナクラス域からヤブツバキクラス域にかけての渓畔や河岸に成立する落葉広葉

樹の半自然林。 

分布状況 対象事業実施区域西部と対象事業実施区域外北部に分布していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 7～12m で、高木層にはオニグルミが優占する

他、ミズキやスギが生息していた。低木層にはアズマネザサ、アズマザサ等がみられ、
草本層にはカキドオシ等がみられた。確認種数は 19～24種であった。 

 

 

表 6.8-10(4) 植物群落概要表（アズマネザサ群落） 

植生図凡例 アズマネザサ群落 

群落組成調査地点 Q15 

模式断面図(Q15) 

 

 

群落概要 アズマネザサが優占するタケ群落で、低山や丘陵地に広く成立する。 

分布状況 対象事業実施区域外北部に分布していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 2.5m で、低木層にはアズマネザサが優占して

おり、草本層にはコナラ、ウワミズザクラが生育していた。確認種数は 3種であった。 
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表 6.8-10(5) 植物群落概要表（クズ群落） 

植生図凡例 クズ群落 

群落組成調査地点 Q16、Q21 

模式断面図(Q21) 

 

 

群落概要 
クズが優占するつる性の多年生草本群落で、河川の堤防斜面、河川敷、畑地脇、路

傍等の富栄養な場所に成立する。 

分布状況 対象事業実施区域外周辺に点在していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 1～1.5mで、草本層にはクズが優占する他、セ

イタカアワダチソウ、ススキ、ヘビイチゴ等が生育していた。確認種数は 4～8 種で
あった。 

 

 

表 6.8-10(6) 植物群落概要表（ススキ群団） 

植生図凡例 ススキ群団 

群落組成調査地点 Q13、Q22 

模式断面図(Q13) 

 

 

群落概要 
ススキが優占する多年生草本群落で、山野や伐採跡地、古い法面、造成地等にも二

次草原として成立する。 

分布状況 対象事業実施区域林縁部や対象事業実施区域外北西部に分布していた。 

群落構造・組成 

今回調査を行った地点の群落高は約 1.5～2.3mで、草本第一層にはススキが優占す
る他、セイタカアワダチソウ、オギ、スギナ等が生育していた。草本第二層にはハリ
エンジュ、セイタカアワダチソウ、ススキ等がみられた。確認種数は 9～11種であっ
た。 
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表 6.8-10(7) 植物群落概要表（伐採跡地群落） 

植生図凡例 伐採跡地群落 

群落組成調査地点 Q27 

模式断面図(Q27) 

 

 

群落概要 森林の伐採跡地に形成された草本群落、または高さ１ｍ前後の落葉広葉低木群落。 

分布状況 対象事業実施区域南西部に点在していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 1.7m で、低木層にはタラノキ、コナラ、ヨウ

シュヤマゴボウ等が生育していた。草本層には、コナラ、サンショウ、ジャノヒゲが
みられた。確認種数は 13種であった。 

 

 

表 6.8-10(8) 植物群落概要表（ヨシ群落（二次）） 

植生図凡例 ヨシ群落（二次） 

群落組成調査地点 Q12、Q14 

模式断面図(Q12) 

 

 

群落概要 
ヨシが優占する湿地性の多年生草本群落で、湖沼や河川、湿地に成立する。水田放

棄地、河畔の造成地等富栄養化した湿性地にも成立する。 

分布状況 対象事業実施区域外西部に点在していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 1.3～1.5mで、草本層にはヨシが優占する他、

セイタカアワダチソウ、ミゾソバ、ヤイトバナ等が生育していた。確認種数は 6～11
種であった。 
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表 6.8-10(9) 植物群落概要表（ヒメガマ群落） 

植生図凡例 ヒメガマ群落 

群落組成調査地点 Q18 

模式断面図(Q18) 

 

 

群落概要 ヒメガマが優占する群落。 

分布状況 対象事業実施区域外北部のため池に分布していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 1m で、草本層にはヒメガマが優占する他、ア

メリカセンダングサ、ミゾソバが生育していた。確認種数は 3種であった。 

 

表 6.8-10(10) 植物群落概要表（スギ・ヒノキ・サワラ植林） 

植生図凡例 スギ・ヒノキ・サワラ植林 

群落組成調査地点 Q4、Q6、Q24 

模式断面図(Q6) 

 

 

群落概要 
常緑針葉樹のスギ、ヒノキ、またはサワラの植林。単独で植栽されることが多いが

混植も多い。 

分布状況 
対象事業実施区域中央から東部にかけて、対象事業実施区域外東部に広く分布して

いた。 

群落構造・組成 

今回調査を行った地点の群落高は約 9～22m で、高木層にはスギが生育していた。
亜高木層にはスギ、マダケ、ツタウルシ等がみられ、低木層にはアオキ、コナラ等が
みられた。草本層にはホソバナライシダ、ドクダミ、イワシロイノデ等がみられた。
確認種数は 12～40種であった。 
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表 6.8-10(11) 植物群落概要表（竹林） 

植生図凡例 竹林 

群落組成調査地点 Q5、Q23 

模式断面図(Q23) 

 

 

群落概要 
主としてヤブツバキクラス域に植栽される竹林。河岸や人家付近の台地脚部等に小

面積で分布する。 

分布状況 対象事業実施区域中央や対象事業実施区域外西部に点在していた。 

群落構造・組成 

今回調査を行った地点の群落高は約 9～14mで、高木層にはマダケ、モウソウチク、
スギが生育していた。亜高木層にはフジやモウソウチクがみられ、低木層にはアオキ、
マダケ等がみられた。草本層にはシロダモ、ヤブツバキ、キヅタ等がみられた。確認
種数は 13～15種であった。 

 

 

表 6.8-10(12) 植物群落概要表（路傍・空地雑草群落） 

植生図凡例 路傍・空地雑草群落 

群落組成調査地点 Q19、Q25 

模式断面図(Q19) 

 

 

群落概要 都市と周辺域の空地や造成地に成立する高さ概ね１ｍ以下の草本群落。 

分布状況 対象事業実施区域北部と対象事業実施区域外周辺に点在していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 0.4～0.5mで、草本層にはメヒシバ、オニウシ

ノケグサ、セイタカアワダチソウ等が生育していた。 
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表 6.8-10(13) 植物群落概要表（畑雑草群落） 

植生図凡例 畑雑草群落 

群落組成調査地点 Q1 

模式断面図(Q1) 

 

 

群落概要 畑地に成立する、陽地性の低茎草本で構成された群落である。 

分布状況 対象事業実施区域内外に点在していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 1.5m で、草本第一層にはトウモロコシ（栽培

作物）が生育していた。草本第二層にはスベリヒユ、イヌビエ、スギナ等がみられた。
確認種数は 7種であった。 

 

 

表 6.8-10(14) 植物群落概要表（水田雑草群落） 

植生図凡例 水田雑草群落 

群落組成調査地点 Q3、Q17 

模式断面図(Q17) 

 

 

群落概要 水田に成立する、湿潤な環境を好む草本類から構成された群落である。 

分布状況 対象事業実施区域外南西部に分布していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 0.5～0.6mで、草本第一層にはイネ（栽培作物）

が生育していた。草本第二層にはイボクサ、セリ、アメリカアゼナ等がみられた。確
認種数は 6～11種であった。 
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表 6.8-10(15) 植物群落概要表（放棄水田雑草群落） 

植生図凡例 放棄水田雑草群落 

群落組成調査地点 Q2、Q26 

模式断面図(Q26) 

 

 

群落概要 水田放棄地に成立する、主に一年生草本で構成された群落である。 

分布状況 対象事業実施区域外南西部の水田周辺に分布していた。 

群落構造・組成 
今回調査を行った地点の群落高は約 0.4m で、草本層にはセリ、コブナグサ、イネ

科の一種が生育していた。確認種数は 11～12種であった。 
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③ 重要な植物種及び植物群落の分布、生育の概要及び生育環境の状況 

a） 重要な植物種 

現地調査で確認された植物種のうち、表 6.8-12に示す基準に該当する重要な植物種は、表 

6.8-11に示すとおり 1 科 1 種であった。重要な植物種の特性及び確認状況は、表 6.8-13及び図 

6.8-6に示すとおりである。 

 
表 6.8-11 重要な植物種（植物：現地調査） 

No

. 
綱名 科名 種名※ 

確認時期 
注目すべき種選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 夏季 秋季 冬季 春季 

内 外 内 外 内 外 内 外 

1 単子葉植物 ﾋﾛﾑｼﾛ ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞﾋｷﾓ  ×  ×        VU 

計 1 綱 1 科 1 種 

×
× 

×
× 

×
× 

×
× 

×
× 

×
× 

×
× 

×
× 0 種 0 種 0 種 1 種 

×× ×× ×× ×× 

※：種名、学名及び分類順等は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト－令和元年度版－』（国土交通省）に従

った。 

 
表 6.8-12 重要種の選定基準 

選定基準 番号 説明 

レ

ッ

ド

デ

ー

タ

等 

（Ⅰ） 

 

『文化財保護法』（昭和 25年法

律第 214 号） 

特天 『文化財保護法』(昭和 25年法律第 214号)における特別天然記念物 

天 『文化財保護法』(昭和 25年法律第 214号)における天然記念物 

（Ⅱ） 

 

『絶滅のおそれのある野生動植

物の種の保存に関する法律（種

の保存法）』（平成 4 年法律第

75 号） 

国内 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成 4 年法律

第 75 号)における国内希少野生動植物 

国際 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成 4 年法律

第 75 号)における国際希少野生動植物 

（Ⅲ） 

 

「環境省報道発表資料 環境省

レッドリスト 2020」（環境省、

2020 年 3月）の掲載種 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR+CN 絶滅危惧Ⅰ類 

CR 絶滅危惧ⅠA類 

EN 絶滅危惧ⅠB類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

LP 絶滅のおそれのある地域個体群 

（Ⅳ） 

 

『宮城県の絶滅のおそれのある

野生動植物－ RED DATA BOOK 

MIYAGI 2016－』（宮城県，2016

年）の掲載種 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR+EN 絶滅危惧Ⅰ類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

LP 絶滅の恐れのある地域個体群 

要 要注目種 
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                      図 6.8-6 

                                   重要な植物種の確認位置図 

                                            （全季） 

重要種の保護の目的から 

確認位置に係わる情報は公表しない 
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表 6.8-13 重要な植物種の特性及び確認状況（ホソバミズヒキモ） 

種名 ホソバミズヒキモ 

重
要
な
植
物
種 

選
定
基
準 

文化財保護法 － 種の保存法 － 

環境省 RDB － 宮城県 RL VU 

種
の
特
性(

※) 

全国分布 北海道～沖縄。 

形態 

ヒルムシロ科ヒルムシロ属の沈水または浮葉植物。沈水葉は線形で長さ 3-5cm、幅

0.3-1mm、1脈、鋭尖頭。 浮葉は長楕円形で明るい黄緑色、長さ 1.5-3cm、幅 4-10mm。

花期は 6-9 月。花茎は 12-20mm、花穂は長さ 9-13mm、花は間隔をあけて 3-4 段に

つき、4心皮。果実は長さ約 2.5mm、背稜に数個の低い突起のあるものからほとん

どないものまである。6月頃から秋にかけて各葉腋に長さ1cm前後の殖芽を形成し、

これが栄養繁殖及び越冬の手段となる。 

生息場所 ため池や河川、水路等に生息。 

現
地
確
認
状
況 

対象事業実施区域内 対象事業実施区域外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 多数 

夏季及び秋季調査において、××××××××××××に多数生息していることを確認した。 

 ※「日本の水草」（文一総合出版、2018年） 
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b） 重要な植物群落 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺の調査範囲内において、「第 3 回自然環境保

全基礎調査」（環境庁、1989 年）で指定されている特定植物群落や「宮城県の絶滅のおそれのあ

る野生動植物-RED DATA BOOK MIYAGI 2016-」（宮城県、2016 年）に掲載された植物群落は存在

しなかった。 
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6.8.2. 予測 

(1) 工事の実施による影響（造成等の施工による一時的な影響）及び土地又は工作物の存在及び供用による影響（火力発電所の存在） 

ア 予測内容 

予測内容は、工事の実施による影響（造成等の施工による一時的な影響）及び土地又は工作物

の存在及び供用による影響（火力発電所の存在）による重要な植物種及び植物群落への影響とし

た。 
 

イ 予測地域等 

予測地域等は、「6.8.1 現況調査 (3) 調査地域等 イ 現地調査」に示す調査地域と同様とす

る（表 6.8-4及び図 6.8-1参照）。 

 
ウ 予測対象時期 

予測対象時期は、造成工事が最大となる時期及び定常的な事業活動となる時期とした。 

  
エ 予測方法 

予測方法は、重要な植物種及び植物群落と工事計画との重合せにより予測した。 
 

オ 予測結果 

① 重要な植物種 

現地調査で確認された重要な植物種 1種について、事業が及ぼす影響を表 6.8-14に示すとおり、

影響要因の区分ごとに予測した。 

 
表 6.8-14 重要な植物種への予測影響結果（ホソバミズヒキモ） 

種名 ホソバミズヒキモ 

重要な植物種 

選定基準 

文化財保護法 － 種の保存法 － 

環境省 RDB － 宮城県 RL VU 

   現 
状 地 
況 確 
  認 

対象事業実施区域内 対象事業実施区域外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 多数 

×××××××××××××××××××××××××××× 

予 
測 
結 
果 

改変区域内 改変区域外 

地点数 個体(確認)数 地点数 個体(確認)数 

0 0 1 多数 

・工事の実施による影響：本種の生息環境は水域であるため、建設機械の稼働、資材及び機械の運搬に用いる車

両の運行による影響はないと予測する。また、造成等の施工による一時的な影響により、水路への濁水の流入の

可能性が考えられるが、工事中は仮沈砂池の設置により濁水の流入を最小限に抑えることが可能である。よって、

工事の実施が本種に与える影響は小さいと予測する。 

・土地又は工作物の存在及び供用による影響：施設の供用後も水路への濁水の流入等の可能性が考えられるが、

事業排水は下水道へ排水し、雨水等は調整池の設置により濁水の流入を最小限に抑えることが可能である。よっ

て、本種に与える土地又は工作物の存在及び供用による影響は小さいと予測する。 

 

② 重要な植物群落 

重要な植物群落は対象事業実施区域及びその周辺で確認されなかったため、予測は行わなかっ

た。 
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6.8.3. 評価 

(1) 工事の実施による影響（造成等の施工による一時的な影響） 

ア 回避・低減に係る評価 

① 評価方法 

評価方法は、予測結果を踏まえ、造成等の施工に伴う重要な植物種及び植物群落への影響が、

実行可能な範囲で回避・低減が図られているかを評価するものとする。 
 

② 評価結果 

工事中における造成等の施工に伴う植物への環境影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 
●濁水の流出防止 

・造成時は、仮沈砂池を設置し，濁水対策を図るほか、仮沈砂池に堆積した土砂は適宜除去

する。造成後のプラント建設工事では、本設後の調整池を活用し運用する。 

・造成後の裸地については、速やかに転圧を施すなどの工事計画を立てることにより、濁水

発生を抑制する。 
・長期間の裸地となることで土砂の流出の可能性が生じた場合には、必要に応じてシート等

で覆うことや仮設桝を設置する等の対策を行う。 

・掘削後の仮置き土砂は、必要に応じてシート等で覆い濁水発生の抑制に努める。 
●その他配慮 

・切盛土工による不用意な土砂の流入を防止するため、仮沈砂池へ導水するよう必要に応じ

て土のう等を設け、残置緑地の林床破壊を起こさないように留意する。 

・工事関係者等に対して改変区域外への必要以上の立ち入りを制限し、樹林地の踏み荒らし

等が無いよう、樹林地の保全に努める。 

上記に示すように、環境保全措置として、濁水の流出防止、その他配慮（土砂流出防止、樹林

地の保全）を実行することにより、植物への影響の抑制が図られていることから、工事中におけ

る造成等の施工に伴う植物への環境影響は、実行可能な範囲で回避・低減が図られているものと

評価する。 
 

イ 基準や目標との整合性に係る評価 

① 評価方法 

評価方法は、重要な植物種について、「環境省レッドリスト」の掲載種、「宮城県の希少な野生

動植物－宮城県レッドリスト」の掲載種、「絶滅の恐れのある野生生物の種の保存に関する法律」

（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75 号）における国内野生動植物種、「文化財保護法」（昭和 25 年 5 月

30 日法律第 214 号）における天然記念物について、影響の程度に応じ、適切な保全が図られてい

るかを評価するものとする。 

 

② 評価結果 

工事中における造成等の施工に伴う植物への影響は、「環境省レッドリスト」等に記載されてい

る種に対し、事業の影響の程度に応じた環境保全措置を実施するものとしていることから、上記

の基準と整合が図られていると評価する。 
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(2) 土地又は工作物の存在及び供用による影響（火力発電所の存在） 

ア 回避・低減に係る評価 

① 評価方法 

予測結果を踏まえ、火力発電所の存在に伴う重要な植物種及び植物群落への影響が、実行可能

な範囲で回避・低減が図られているかを評価するものとする。 

 

② 評価結果 

供用後における発電所の存在に伴う植物への環境影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 

●自然緑地の残置 

・対象事業実施区域内の樹木を全面伐採とはせず、対象事業実施区域の周囲に位置する既存

森林をほぼ自然の状態の森林として残置し、対象事業実施区域周辺の森林・草地環境と連

続性を持たせることで、従前より棲む動植物の多様な生息・生育環境を保全する。 

●造成緑地の構築 

・対象事業実施区域に発生する切土法面及び盛土法面は、草本類の種子吹付等（改変箇所の

表土を予め採取・保存し植生基材として利用）を行い、一部の法面においては植樹を行う

ことで、緑化を図る。 

●濁水の流出防止 

・発電所からのプラント排水は場内に排水処理設備を設け下水道に排水するほか、雨水等は

調整池の設置により、流域への濁水の流出を防止する（下水道が運転開始までに敷設され

ない場合は、「第 2 章 対象事業の概要 2.2 事業計画の概要 2.2.4 対象事業の工事計画

の概要 (9) 一般排水に関する事項」に基づき対応する）。 

上記に示すように、環境保全措置として、自然緑地の残置、造成緑地の構築、濁水の流出防止

を実行することにより、植物への影響の抑制が図られていることから、供用後における発電所の

存在に伴う植物への環境影響は、実行可能な範囲で回避・低減が図られているものと評価する。 
 

イ 基準や目標との整合性に係る評価 

① 評価方法 

評価方法は、重要な植物種について、「環境省レッドリスト」の掲載種、「宮城県の希少な野生

動植物－宮城県レッドリスト」の掲載種、「絶滅の恐れのある野生生物の種の保存に関する法律」

（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75 号）における国内野生動植物種、「文化財保護法」（昭和 25 年 5 月

30 日法律第 214 号）における天然記念物について、影響の程度に応じ、適切な保全が図られてい

るかを評価するものとする。 

 

② 評価結果 

供用後における発電所の存在に伴う植物への影響は、「環境省レッドリスト」等に記載されてい

る種に対し、事業の影響の程度に応じた環境保全措置を実施するものとしていることから、上記

の基準との整合が図られているものと評価する。 
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